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国
は
、急
速
な
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目

的
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
市
は
、
留
萌
市
の
人
口

減
少
の
速
度
を
抑
制
し
、
将
来
に
わ
た
り

地
域
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
留
萌
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
留
萌
市
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

「
留
萌
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
人

口
の
将
来
展
望
と
し
て
、
２
０
４
０
年
に

社
人
研
の
推
計
値
を
１
０
０
８
人
を
上
回

る
１
万
４
６
７
８
人
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
た
め
下
記
で
示

し
て
い
る
目
標
人
口
推
計
の
と
お
り
、
留

萌
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
立
て
た
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
か
ら
50
年
後
の
２
０
６
０

年
ま
で
の
目
標
人
口
推
計
で
は
、
社
人
研

が
示
し
た
５
年
ご
と
の
平
均
人
口
減
少
率

連
載
　
地
域
創
生
⑩

　
市
で
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
（
社
人
研
）
な
ど
の
人
口
推
計
を
基
に
将
来

の
目
標
人
口
を
定
め
た
「
留
萌
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

留萌市

留
萌
市
の
人
口
減
少
の
抑
制

地
域
社
会
の
維
持
に
向
け
て

10
・
５
％
に
対
し
、
市
の
平
均
人
口
減
少

率
は
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
８
・
７
％
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

目指すべき将来の方向性

■目標人口推計
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24,457

22,200

20,752

17,147
15,366

13,670
12,068

10,617
9,295

8,094

人
口
の
将
来
展
望

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性

　

人
口
が
減
少
す
る
と
地
域
内
の
消
費
活

動
も
減
少
し
て
し
ま
う
た
め
、
地
域
産
業

や
雇
用
の
場
な
ど
の
縮
小
に
も
つ
な
が

り
、
人
口
流
出
が
加
速
す
る
悪
循
環
を
起

こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

●「地域産業の強みを活かし、

　　魅力とやりがいを感じて働くことができるまちづくり」

●「留萌のブランドを活かし、

　　人と人との交流により、元気に過ごせるまちづくり」

●「留萌市で結婚し、

　　子どもを産み育てたいと思えるようなまちづくり」

20,762
19,237

16,117

人口の将来展望

2040 年
14,678 人

出生率の
向 上

現　 在　1.60

2030年　1.80

2040年　2.07

社会減の
抑 制

25～ 29歳　15％増加

  0 ～ 64歳　15％抑制

　65歳以上　10％抑制

22,463

18,965

17,662

14,678
13,306

12,044
10,880

9,823

　

留
萌
市
は
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年

を
ピ
ー
ク
に
急
激
な
人
口
減
少
が
続
い
て

お
り
、
毎
年
１
・
５
％
前
後
ず
つ
人
口
が

減
り
続
け
て
い
ま
す
。
１
９
７
０
（
昭
和

45
）
年
以
降
は
、
転
出
数
が
転
入
数
を
上

回
る
社
会
減
が
一
貫
し
て
続
い
て
い
ま

す
。
特
に
高
校
卒
業
後
の
進
学
や
就
職
に

伴
っ
た
転
出
が
目
立
ち
、
若
い
世
代
の
流

出
が
続
い
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、２
０
０
５（
平
成
17
）年
以
降
は
、

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
自
然
減
に
転

じ
て
お
り
、
現
在
も
出
生
数
は
減
少
傾
向

で
、
一
方
の
死
亡
数
は
増
加
傾
向
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
の
抑
制
や
地
域

社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
は
、「
地
域
産
業
の
強
み

を
活
か
し
、
魅
力
と
や
り
が
い
を
感
じ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
留
萌

の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
、
人
と
人
と
の
交

流
に
よ
り
、
元
気
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」「
留
萌
市
で
結
婚
し
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
地
域
産
業
の
強
み
を

活
か
し
、
魅
力
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
既

存
の
地
場
企
業
の
強
化
と
支
援
、
農
業
や

漁
業
、
水
産
加
工
業
の
強
み
が
発
揮
で
き

る
仕
事
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
留
萌
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
、

人
と
人
と
の
交
流
に
よ
り
、
元
気
に
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
る
も
い
健
康
の

駅
を
中
心
に
健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご
せ

る
マ
チ
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
と
道
内
外
の
方
と
が
交
流
し
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
マ
チ
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　
「
留
萌
市
で
結
婚
し
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
留
萌
市
で
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
マ
チ
づ
く
り
を
推
進
し
、
若

い
世
代
の
希
望
が
実
現
で
き
る
マ
チ
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
柱
を
「
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
性
」
と
し
て
、
社
会
減
の
抑
制
や

出
生
率
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
で
は
、
こ
の
「
留
萌
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
人
口
の
社
会
減
・
自
然

減
の
抑
制
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
「
留
萌
市
総
合
戦
略
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
留
萌
市
総
合
戦
略
」は
、２
０
１
５（
平

成
27
）
年
か
ら
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年

ま
で
の
５
カ
年
の
数
値
目
標
と
そ
の
具
体

策
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

政
策
調
整
課 

☎
42-

１
８
０
９

　

http://w
w
w
.e-rum

oi.jp/

（※移動率）


